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フェアトレードについて

フェアトレード・インターナショナル
は、 非営利のマルチステークホルダー組
織で、 国際貿易における公平さ、小規模
農家や労働者のエンパワメント、および
持続可能な生活を促進しています 。

フェアトレード・インターナショナル
は、国際的合意を得た国際フェアトレー
ド基準を策定・維持するとともに、フェ
アトレード商標権者として、国際フェア
トレード認証制度を支援しています。
200 万人以上の農家と労働者を代表する 3
つの地域のフェアトレード生産者ネット
ワーク団体が国際フェアトレード認証制
度を共同所有しており、この制度には独
立認証機関FLOCERTおよび 25ヶ国以上で
企業と消費者にフェアトレードを推進す
る各国フェアトレード機関も含まれてい
ます。

詳しくは、 www.fairtrade.net/en

をご覧ください。

このレポートについて

フェアトレード・インターナショナル

は、 フェアトレードが農家や労働者と、

そのコミュニティにとってどのような効

果を与えるかについて、毎年データを公

表しています 。

このレポートは、別途記載のない限り、

2024 年モニタリングデータの概要を示

しています。レポートで使用したデータ

ソースの説明は、 26ページにあります。

産品別の追加データについては 以下の

URLをご覧ください。

www.fairtrade.net/ en /why -

fairtrade/impact

表紙写真：

アマゾン原産のクリオロ

種のカカオを栽培してい

るエンリケ・ガブリエル

・エルナンデス・バスケ

スさん

本ページ ：

Wildfire Flowers 農場で

働くヴェロニカ・コイナ

さん

http://www.fairtrade.net/en
http://www.fairtrade.net/en/why-fairtrade/impact
http://www.fairtrade.net/en/why-fairtrade/impact
http://www.fairtrade.net/en/why-fairtrade/impact
http://www.fairtrade.net/en/why-fairtrade/impact
http://www.fairtrade.net/en/why-fairtrade/impact
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フェアトレード農家全体のうち
• 40% がコーヒーを生産

• 30% がカカオを生産

• 18% が茶を生産

フェアトレード労働者全体のうち
• 41% が花・植物を生産

• 27% が茶を生産

• 15% がバナナを生産

2024 年現在

88% 83%

フェアトレード認証 の上位6産品における 有機栽培の割合

販売量のうち 46 ％ 生産量のうち 36 ％

フェアトレード認証

生産者組織で活動する

農家・労働者の数 は

200 万人

フェアトレード

に関わる

女性の割合

農家の

23 ％

39 万2千人以上の

女性農家が参加

労働者の

40%

7万7千人以上の女性が

フェアトレード 農園で働く

約

※1 農家は小規模生産者組織（ SPO）に属する農業で生計を立てている世帯、労働者は雇用労働生産組織 (HLO) に雇用されて働く人を示す。
※2 販売量はフェアトレード産品の生産量のうち、フェアトレード・プレミアムの保証などフェアトレードの条件で売買された量を示す。
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330 億円

2024 年に生産者に

支払われた

フェアトレード ・

プレミアムの金額

※ユーロベースで算出

21% を労働者と家族のための 金銭的

利益に充てている

フェアトレード認証農園の労働者は

67 ％ を教育、医療、住宅等の
社会的分野への投資に、

小規模生産者組織は

生産や農業慣行の改善

にフェアトレード・

プレミアムの

2024 年現在

35% を投資

19% を農家の金銭的利益へ充てている

小規模生産者組織が

受け取る

フェアトレード・

プレミアム の

76 ％ を

農家に経済的利益をもたらすことを

目的に活用している

（ 201 .6 ミリオンユーロ ）
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フェアトレード認証生産者組織数 （ 2020 -2024 年）

労働者雇用 契約生産 小規模生産者組織

2,0001,6001,2008004000

1%

23

1%

24

1%

20

1%

26

2%

28

2020

2021

2022

2023

2024

18%

336

18%

352

18%

347

81%

1,521

81%

1,558

81%

1,539

79%

1,506

79%

1,437

19%

364

20%

359
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フェアトレード認証生産者組織の地域別 推移（ 2020 -2024 年）

アジア・太平洋地域 アフリカ・中東地域 中南米・ カリブ海地域 合計

2,000

1,600

1,200

800

400

0

950

627

303

970

660

300 298

684

928

2022 2023 202420212020

862

687

275

909

701

286

1,880

+3.2%
2019 年比

1,930

+2.7%
2020 年比

1,910

-1%
2021 年比

1,824

-4%

2023 年比

1,896

-1%
2022 年比
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15%38%47%

1位 コートジボワール

265 組織
6位 ケニア

98 組織

4位 インド

112 組織

7位 ドミニカ共和国

72 組織

9位 メキシコ

50 組織

8位 ホンジュラス

75 組織

3位 コロンビア

142 組織

5位 エクアドル

104 組織

2位. ペルー

230 組織

10 位 ブラジル

48 組織

19 カ国 に

862 の生産者組織

29 カ国 に

687 の生産者組織

アフリカ ・ 中東地域

20 カ国 に

275 の生産者組織

アジア・太平洋 地域中南米・ カリブ海地域

生産国と フェアトレード 認証生産者組織の分布（ 2024 年）
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2019 -2024 年のフェアトレード農家および労働者の数フェアトレード農家 ・ 労働者数の推移（ 2020 -2024 年）

労働者 農家

0    200,000

2020

2021

2022

2023

2024

400,000    600,000    800,000 1,000,000 1,200,000 1,400,000 1,600,000 1,800,000 2,000,000 2,200,000

9%

178,795

91%

1,772,368

9%

181,862

91%

1,846,787

10%

197,118

90%

1,848,268

10%

188,019

90%

1,723,382

10%

194,204

90%

1,677,068
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フェアトレード農家・労働者数の地域別 推移（ 2022 -2024 年）

2023 -2024 年の変化率

2,200,000

2,000,000

1,800,000

1,600,000

1,400,000

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

中南米・ カリブ海地域 アジア・太平洋地域 合計

-9%

+0.2%

-8%

-2%

2022 2023 2024 2022 2023   2024

アフリカ・中東地域

20242022 2023 2022  2023   20242023
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フェアトレード農家 ・ 労働者の分布（ 2024 年）

中南米・ カリブ海地域 アフリカ・中東地域 アジア・太平洋地域 合計

フェアトレード農家 250,779 1,295,658 130,631 1,677,068

フェアトレード農園の労働者 31,316 114,504 48,384 194,204

合計 282,095 1,410,162 179,015 1,871,272

全農家に占める

割合

全体に占める

割合

全労働者に占める

割合

全農家に占める

割合

全体に占める

割合

全労働者に占める

割合

全農家に占める

割合

全体に占める

割合

全労働者に占める

割合

15%

16%

15%

77%

59%

75% 10%

25%

8%
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産品別・男女別フェアトレード農家・労働者の割合 （ 2024 年）

製品 農家総数 女性農家の割合

バナナ 5,866 26%

サトウキビ糖 47,639 24%

穀物 827 64%

ココア 508,112 15%

コーヒー 678,897 23%

コットン 36,985 22%

ドライフルーツ 536 18%

生鮮果物 5,670 13%

18%

12%

25%

15%

36%

50%

13%

37%

18%

33%

フルーツジュース 288

金および関連貴金属 1,945  

ハーブ・ハーブティー・スパイス 22,655

はちみつ 2,384

ナッツ 41,347

オイルシード・油脂果実 7,802  

米 15,524

茶 294,938

野菜 5,237

ワイン用ブドウ 416

合計 1,677,068 23%

製品 総労働者数 女性労働者の割合

バナナ 29,650 19%

花・植物 79,152 40%

生鮮果物 15,527 43%

ハーブ ・ ハーブティ ー・ スパイス 1,926 18%

スポーツボール 5,319 12%

お茶 52,281 55%

野菜 5,837 45%

ワイン用ブドウ 4,512 30%

合計 194,204 40%
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地域別フェアトレードへの女性の参加状況 （ 2024 年）

小規模生産者組織における女性および男性農家の数

女性

男性

1,500,0001,200,000900,000600,000300,0000

中南米・ カリブ海地域

アジア・太平洋地域

アフリカ・中東地域

18
%

74%

82%

23% 77%

26%

女性

男性

120,000100,000

中南米・ カリブ海地域

アジア・太平洋地域

アフリカ・中東地域

雇用労働組織における女性および男性労働者の数

38%

55%

62%

77%

45%

23%

0                            20,000 40,000 60,000 80,000
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*特記のない限り

フェアトレード産品 の生産量（メトリックトン *） （ 2024 年）

スポーツボール *

3,294,551 個

花・植物 *

5,369,254,889 本

金および関連貴金属 *  

2,687 kg

フルーツジュース

3,463

穀物

1,990

コットン

40,119

はちみつ

5,641
ナッツ

69,819

ドライフルーツ

2,012

コーヒー

525,547

サトウキビ糖

480,506
カカオ

707,552
バナナ

1,234,916

生鮮果物

631,504

ハーブ ・ ハーブティ ー・

スパイス

95,993

米

78,914
野菜

139,686
ワイン用ブドウ

137 ,964

茶

161,514

オイルシード・

油脂果実

89,026
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フェアトレード産品 上位6品目の有機栽培の生産量（メトリックトン ） （ 2024 年）

有機農産物の売上、生産 量、 面積に関する データは、 2024 年の国際フェアトレード認証製品のうち、
上位 6 産品のみ検証されてい る。

バナナ

非有機

584,438 MT

有機
650,479 MT

カカオ

非有機

646,102MT

有機
61,450MT

コーヒー

非有機

267,898 MT

有機
257,649 MT

サトウキビ 糖

非有機

358,546 MT

有機
121,960 MT

茶

非有機
148,878 MT

有機
12,635 MT

コットン

非有機
16,867 MT

有機
23,252 MT

53%

9%

49%

58%

8%

25%
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フェアトレード産品 の産品別販売量 （ 2024 年） 3

産品 量 単位1

バナナ 711,201 MT

ココア 334,529 MT

コーヒー 142,413 MT

コットン 1 4,962 MT

サトウキビ 糖 143,112 MT

茶 7,410 MT

穀物 561 MT

ドライフルーツ 262 MT

生鮮果物 95,199 MT

フルーツ ジュース 1,413 MT

ハーブ ・ ハーブティ ー・ スパイス 4,577 MT

はちみつ 1,628 MT

ナッツ 9,540 MT

オイルシード・油脂 果実2 47,959 MT

米 18,626 MT

野菜 9,206 MT

産品 量 単位

花・植物 986,169,055 商品

金および関連貴金属 1,284 kg

スポーツボール 161,898 品目

ワイン用ブドウ 26,206 1,000 リットル

1. MT = メトリックトン / 綿の数値はコットンリントベース。 2024 年のデータから

データ レポート が変更され、過去 3年間のデータは完全に比較可能ではないこと

から、ここでは過去 3年間ではなく、 1年分のデータのみを掲載してい る。この

変更に関する説明については、 26ページ 参照。

2. このカテゴリーの レポート の大部分は、加工用または乾燥ココナッツの実そのも

のとして、ココナッツの実の個数で集計されてい る。 現在、 DSU（データ・スタ

ンダード部門）が公式な製品定義と換算率の策定を進めてい る。それが完了する

までの暫定措置として、 1個＝0.0012MT の換算率を適用する 。 公式定義の確定後

、次回の報告サイクルにおいて算出方法および数値が改訂される可能性があ る。

3. 販売量は、フェアトレード産品の生産量のうち、フェアトレード・プレミアムの

保証などフェアトレードの条件で売買された量を示す。
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フェアトレード産品 上位６品目の有機栽培 販売量（ 単位： トン ） （ 2024 年）

有機栽培、生産、および面積に関するデータは、 2024 年のフェアトレード製品のうち、上位 6 品目についてのみ検証されてい る。
販売量は、フェアトレード産品の生産量のうち、フェアトレード・プレミアムの保証などフェアトレードの条件で売買された量を示す。

バナナ

非有機

240,322 トン

有機
470,879 トン

カカオ

非有機

309,525 トン

有機
25,003 トン

コットン

非有機
1,859 MT

有機
3,103 MT

サトウキビ 糖

非有機

117,317 MT

有機
25,794 トン

66%

7%

コーヒ ー

非有機

50,381 MT

有機
92,032 

MT

65%

茶

非有機
4,829 トン

有機
2,581 トン

35%

63%

18
%
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フェアトレード産品の総栽培面積（ヘクタール ） （ 2024 年）

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

21

3 4 7 8

9

5

6 10    11

15 16

12 13 14

総面積： 2,921,785 ヘクタール。以下の製品には土地面積は適用され ない ：パルプ、金、 はちみつ 、 ナッツ、スポーツボール

有機栽培面積（上位 6製品のみ対象）

カカオ

1,574,229 • 10% 有機

バナナ

47,710 • 60% 有機

米

30,081

穀物
4,201

コーヒ ー

883,420 • 46% 有機

コットン

47,629 • 63% 有機

オイルシード・油脂コットン

19,406

花・植物
3,532

茶

123,345 • 15% 有機

ハーブ・ ハーブティー・ スパイス
39,801

ワイン用ブドウ

12,451

フルーツジュース
1,778

サトウキビ 糖

94,938 • 27% 有機

生鮮果物

32,742

野菜

6,005

ドライフルーツ
516
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産品別フェアトレード・プレミ アム （ 2024 年）

3.0% その他

ハーブ・ハーブティー・スパイス 314.5 百万円
野菜 157.9 百万円

米 136.1 百万円
オイルシード・油脂コットン 135.1 百万円
ナッツ 134.6 百万円

はちみつ 51.0 百万円

フルーツジュース 34.8 百万円
穀物 22.0 百万円
スポーツボール 14.1 百万円
ドライフルーツ 4.1 百万円

36%
カカオ
12,019.9 百万円

29%
コーヒー
9,442.5 百万円

18%
バナナ

5,964.3 百万円

4%
サトウキビ 糖
1,369.38 百万円

0.3%

コットン

115.1 百万円

0.7%
ワイン用ブドウ

225.8 百万円

4%
花・植物
1,291.2 百万円

1.2%
金および関連貴金属

388.8 百万円

1.9%
茶

637.9 百万円

1.7%
生鮮果物

574.0 百万円
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地域別・ 生産者組織の種類別フェアトレード・プレミアム （ 2024 年）

生産者組織の種類 プレミアム

小規模生産者組織(SPO)   273.8 億円

労働者雇用組織(HLO)    56.4 億円

中南米・ カリブ海地域 アフリカ・中東 地域 アジア・太平洋 地域

165.0 億円 147.8 億円 17.4 億円

プレミアム 合計

330.3 億円

50% 45% 5%
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フェアトレード・プレミアムのデータおよび
分析の変更

フェアトレード・プレミアムは、生

産者にとって最も重要な 便益のひと

つである 。年間約 2億ユーロにのぼる

この資金は、農家や労働者が自らの

判断で、生活・事業・地域コミュニ

ティへの投資に活用して いる 。 プレ

ミアム資金の使途を把握すること

は、 生産者の優先事項を理解する手

がかりとな る。 ただし、支出の結果

や影響を示すものでは ない 。

私たちは今回、変化する市場ニーズを取

り込み、農家・労働者・地域コミュニテ

ィがプレミアム投資を通じて得られる 便

益をより明確に示すため、 フェアトレー

ド・プレミアムの使用カテゴリー を見直

し、更新した 。

主な変更点は以下の通り ：

● 現代的な持続可能性の優先課

題に対して、生産者のプレミ

アム支出がどのように貢献し

ているかを、より平易かつ明

確な表現で示 す。

● 気候変動や環境などの重要分

野についてより深い洞察を得

るため、サブカテゴリーを細

分化し た。たとえば、従来の

「肥料の提供」というサブカ

テゴリーを「合成肥料または

その他の非有機肥料の提供」

と「有機肥料の提供」の 2つに

分割し、責任ある情報開示に

必要な詳細を把握できるよう

にしてい る。

これらの新カテゴリーは、 21・ 22

ページ（それぞれ小規模生産者組

織および雇用労働組織によるフェ

アトレード・プレミアムの投資状

況）に反映されてい る。

さらに今回、フェアトレード・プレミア

ムの使途を分析するための新たな視点と

して 、「 経済的利益」と「環境的利益（

気候変動への対応を含む ）」 の2つの分

析軸を導入し た。この分析はそれぞれ 23

・ 24ページに掲載 する 。この新しいマッ

ピングにより、プレミアム支出の各カテ

ゴリー・ サブカテゴリーが、経済的目標

および／または環境的目標を直接的・間

接的に支援しているかどうかを分類する

ことが可能にな った 。

この分析の目的は、 農家と労働者による

フェアトレード・プレミアムへの投資

が、 自身およびコミュニティの経済的・

環境的発展にどれだけ幅広く貢献してい

るかを可視化することにあ る。

写真：フェルナンド・カ

スティージョ・ワンカ（

ペルー、 バナナ農家）
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小規模生産者組織によるフェアトレード・プレミアムの活用 （ 2024 年）

生産者への投資における重要な分野をより適切に説明し、整理するため、フェアトレード・プレミアムの使用区分が更新された 。

四捨五入のため、合計が 100 ％にならない場合があ る。「その他」など、 0.5 ％未満の値を示すほとんどのカテゴリーは、グラフには表示されてい ない。

1% 気候変動への適応

16% 組合員とその家族への給付

2% 組合員とその家族向けの信用・金融サ

ービス

事業運営の持続可能性 32%

環境投資 1.5%

世帯への経済的利益 19%

生産 35%

社会投資 8%

生産者組織および農家 メンバー が

雇用する労働者への給付

4%

0.3% 規制への準拠（ 森林破壊、 HREDD 、政府規制 ）

28% 人事・管理費

3% 生産者組織の理事会および委員会の研修と能力

開発

0.2% 気候変動の緩和

6% 肥料の提供

4% 農業用具・資材の提供

5% 農場における環境ベストプラクティス

8% 農業またはビジネス慣行に関する研修

12% 組織内の施設およびインフラ

1% 労働者研修

2% 労働者とその家族 に対する金融サービス

0.6% 労働者とその家族のための保健サービス

0.6% コミュニティへの社会サービス

2% 組合員のためのその他のサービス

0.1% 若者の参加促進

0.7% 組合員およびその家族への保健サービス

1% 地域社会への保健サービス

0.5% ジェンダー平等

0.9% 組合員とその家族向けの教育サービス

1% 地域社会向けの教育サービス

2% 地域社会インフラ
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雇用労働者組織によるフェアトレード・プレミアムの活用 （ 2024 年）

四捨五入のため、合計が 100 ％にならない場合があ る。「その他」など、 0.5 ％未満のカテゴリーはグラフに表示されてい ない 。

2% 気候変動への適応

0.1% 気候変動の緩和

8% 地域社会向け教育サービス

17% 従業員向け住宅への投資

13% 労働者とその家族のためのその他のサービス

2% 労働者向け研修

1% フェアトレード・プレミアム

委員会の委員向け研修

7% フェアトレード・プレミアム委員会

およびその他の関連委員会の運営費

3% 地域社会インフラ

0.2% ジェンダー平等

1% 地域社会向けその他のサービス

地域社会のための環境投資 2%

世帯への経済的利益 21%

社会への投資 67%

労働者の組織化、技能、参加の強化 10%

7% 労働者とその家族のための信用

・金融サービス

0.5% 地域社会向けの金融サービス

13% 労働者とその家族への支払い

16% 労働者とその家族向けの教育サービス

1% 地域社会向け医療サービス

5% 労働者とその家族のための保健サービス

2% 地域社会向け社会サービス
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本分析では、直接的および間接的な経路を通じて、生産者や

労働者の経済的福祉に寄与している、あるいは寄与している

と想定できるかどうかに基づき、フェアトレード・プレミア

ムの使途をマッピングし た。

小規模生産者組織（協同組合）と 雇用労働者組織（大規模

農場やプランテーション）については、農家と労働者の支

出決定が異なるため、別々に分析した 。

各プレミアムの利用サブカテゴリーは、より直接的な効果から間接的な効果へ

と順に列挙された、以下の予想される経済効果のいずれかに対応付けら れる：

1) 現金給付による世帯収入の向上

（ 最も直接的な効果 ） ；

2)    家計支出の削減、あるいは多角化

による収入の増加を通じて、家計

収入を改善すること ；

3)    農業所得の向上（研修や病害虫に

強い苗の提供などを通じた生産性

や品質の向上、あるいは肥料の提

供などを通じた農家の自己負担費

用の削減）；

4) 基本的なニーズを満たすための

地域インフラの改善 （清潔な水

や教育などの間接的な 利益）；

5) 市場への継続的なアクセスを維持

するために必要な法令順守の支 援

（間接的な 利益）；

6) 生産者組織がメンバー に対して提

供する、最終的に収益に影響を与

えるサービスへの支援 （作物の集

荷、貯蔵、販売の円滑化に関連す

る費用など、間接的な利益）； ま

たは

7)    経済的利益への寄与なし

フェアトレード・プレミアムが経済的利益に与える直接的および間接的な貢献

18% 世帯収入の改善：現

金支給

4% 世帯収入の改善：世帯の生活

必需費の削減

1% 世帯収入の改善：多角化

13% 農業所得の改善：農業

収益の増加

2.1% 地域の生活水準を向上させ

、世帯の生活必需品の充足に寄

与する（間接的な 利益）

2.7% 規制順守と環境衛生を支援

することで、生計の維持に

貢献する（間接的 利益）

26% メンバー 向けサービスにか

かる小規模生産者組織の費用（

間接的な利益）
10% 農業所得の向上：

農業経費の削減

24% 経済的利益の介入として分

類されていない

21% 経済的利益をもたらす介入

として分類されていない

13% 世帯所得の向上：

現金給付

59% 世帯収入の向
上

： 家計の必須経費の削減

0.8% 世帯収入の改善：

多角化

4.9% 世帯の生活必需品のニーズ

を満たすことに寄与するための

地域社会の生活水準の向上（間

接的な利益）

1.6% 規制順守と環境衛生の

支援を通じた生計維持への

貢献（間接的な 利益）

小規模生産者

組織

雇用労働者組織
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本分析では、フェアトレード・プレミアムの支出につい

て、直接的および間接的な経路を通じて、 環境上の利益

や気候変動への耐性に寄与しているか、あるいは寄与し

ていると想定できるかどうか に基づいて分類した。支出

水準が大きく異なるため、小規模生産者組織 （ 協同組

合） と雇用労働組織（大規模農場やプランテーション）

を別々に分析 し た。これは主に、以下の事実によるもの

である。

これは、プランテーション経営者が農場への投資に責任を負うのであって、労働者

ではないこと、また、雇用労働者組織が獲得したプレミアム資金は、労働者自身の

ために活用されることを意図している。プレミアムの用途ごとのサブカテゴリー

は、より直接的な影響から間接的な影響へと順に列挙された、以下の予想される環

境効果のいずれかに割り当てられた：

1) アグロフォレストリー手法

（作物の多様化や混作な

ど） の導入または拡大

2) 生物多様性の保全または向上 （

受粉媒介者の保全や生態学的回

廊の整備など ）

3) 水資源の確保と水質の維持

4) 有機農業の支援（有機資材の

購入や有機認証の費用など ）

5) その他の気候変動適応策（作物の

品種転換や土壌の健全性の向上な

ど）；

6) その他の気候変動緩和策（森林伐

採の防止やクリーンエネルギー源

への転換など ）；

7) 生産者組織がメンバー に対して提

供する、最終的に環境の健全性に

影響を与えるサービスへの支援

（ベストプラクティスに関する研

修費用や、環境リスクの評価・緩

和のための生産者組織の内部管理

システムなど、間接的な 利益）；

または

8) 環境上の利益への寄与がないもの

気候変動へのレジリエンス を含む環境 的利益に対するフェアトレード・プレミアムの直接的および間接的な寄与

77% 環境対策または気

候変動対策に分類されな

いもの

1.0% 水の確保と水質の保全

0.2% アグロフォレストリー

1.4% 有機農業への支援

5.7% その他の気候変動適応投資

5.6% その他の気候変動緩和投資

9.6% メンバー 向けサービスにかかる

小規模生産者組織の費用（間接的な

利益）

1.5% その他の気候変動

適応投資

0.1% その他の気候変動緩和投資

98.4% ： 環境対策または

気候変動対策に分類

されないもの

小規模生産者

組織

雇用労働者組織
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フェアトレード・プレミアムの「 持続可能な開発目標（ SDGs ） 」 に貢献する 使途

四捨五入のため、合計が 100 ％にならない場合があ る。

SDG2

54%

SDG2の全文は、「 飢餓を終わら

せ、食料安全保障及び栄養改善を

実現し、持続可能な農業を促進す

る 」 であり 、 その最後の要素は

フェアトレード・プレミアムの投

資において重要な分野となってい

る。

SDG1

19%

SDG8

11%

SDG11

3%

SDG3

3%

このグラフは、生産者が国連の

17の持続可能な開発目標（

SDGs）のいずれかに関連する

プロジェクト への支出を選択し

たフェアトレード・プレミアム

の割合を示してい る。

SDG15

2%

SDG5

1%

SDG6

1%

SDG4

6%
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免責事項

フェアトレード・インターナショナル

はデータの正確性について責任を負い

ません。本レポートは、知る限りにお

いて編集され、情報提供のみを目的と

しています。

フェアトレード・インターナショナル

は、新情報の入手が可能になった場

合、モニタリングデータを更新する権

利を留保します。

データの品質チェックが継続的に実施

されるため、表示されるデータは今後

のレポートで変更される場合がありま

す。提供されるデータは 「現状有姿

」で、データの正確性や信頼性につい

てのいかなる保証もいたしません。フ

ェアトレード・インターナショナルは

、法律の許す範囲において、データの

質や完全性に関するいかなる請求や損

害に対しても責任を負いません。

本レポートのデータについて

本レポートにおけるモニタリングは 2つ

のデータソース： Fairtrace と

CODImpact から成ります。

Fairtrace は任意の１年におけるフェアト

レード・プレミアムペイヤーの全ての取

引が保存されています。支払われたフェ

アトレード・プレミアムおよび上位７品

目の産品の売上高（バナナ、カカオ、コ

ーヒー、 コットン、花・植物 、 糖および

茶）が Fairtrace を通じて報告されます 。

CODImpact モニタリングの一連データに

は、監査において生産者組織から収集さ

れたデータを含みます。全ての生産者組

織が任意の１年における監査対象になる

わけではないため、その場合、直近の入

手可能なデータが利用されます。

CODImpact は生産量、耕作面積、農家・

労働者数およびフェアトレード・プレミ

アム使途のデータソースです。また

Fairtrace の対象外とされるその他すべて

のフェアトレード売上高およびプレミア

ムデータの ソース でもあります 。

データは幅広くチェックされ、クリーニ

ングされています。ただし、このような

規模のプロジェクトのモニタリングにお

いては、以下のような不正確な部分が存

在する可能性があります。

• フェアトレード認証生産者組織から

の情報が、品質上の理由で考慮され

ず、欠落している可能性 。

• 認証生産者組織からの一部のアンケ

ートにおいて監査人から報告されな

かった情報が欠落している可能性 。

• 不適切なデータや検証されていない

データが存在する可能性 。

• 今後、新たな報告書の受領や継続的

なデータ品質のチェックの結果、デ

ータが変更される可能性 。

• 認証組織数は、年度末時点における

以下のいずれかの認証状況にある生

産者組織が、認証生産者組織数とし

て数えられます：認証取得（

Certified ）、 認証一時停止（

Suspended ）、 仮認証（ Permission

To Trade ）

フェアトレード認証生産者組織との間の

秘密保持契約に基づき、データは集計形

式でのみ公表が可能です。データの表示

には制限があり、個別の生産者組織、フ

ェアトレード・プレミアムペイヤーまた

はトレーダーに属する機密情報は一切公

開されません。また各国内に存在するフ

ェアトレード認証生産者組織が 3 つ未満

で市場の機密情報が推測可能な場合にも

、生産者組織の集計データは公表されま

せん。

フレッシュジュースや果肉、ドライフル

ーツは、生鮮果物の加工後の二次産品で

す。生産者がその年に実際にどのような

形状で販売するかによって、報告される

産品カテゴリーは年によりが変動するこ

とがあります。
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